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「ウェルフェア」は福祉・医療・健康に関わる分野の様々な商品、サービスが一堂に会する展示会です。
事業効率化や改善に是非、お役立てください。企画やセミナーの一部をご紹介します。

介護ロボット導入・活用セミナー

（※本件は主任介護支援専門員更新研修の
                    個別要件②に該当する研修予定です。）

13：00～16：00

名古屋市介護ロボット等活用推進事業

協力：NPO法人日本アビリティーズ協会 主催：（福）名古屋市総合リハビリテーション事業団 なごや福祉用具プラザ

ユニバーサルな街づくり 介護ロボット企画展

排せつケアセミナー
名古屋市高齢者排せつケア相談支援事業

ウェルフェア会場内に介護ロボットが集結。「移乗」、「移動」、「排
せつ」、「見守り・コミュニケーション」、「入浴」、「介護業務支援」に
関する機器を多数展示。様々な介護ロボットを実際に見て、触れ
て、体験してみてください！

誰もが住みやすいユニバーサルな街づくりを実現するために、
様々な角度からバリアフリーという観点で、支援機器、器具、事例
の紹介をします。

主催企画 併催展 

講演講演

体験

定員

各80名

対象者：
介護ロボットの導入・活用に興味の
ある施設経営の方、
支援者の方、一般の方、
及び介護支援専門員など

セミナー会場 13：00～16：00 セミナー会場

介護ロボットの機器紹介、
導入事例紹介、展示・体験会

5/25 ,26木 金

名古屋市立大学大学院医学研究科
次世代医療開発学 教授
名古屋市立大学病院
臨床研究開発支援センター センター長

神谷　武　

土金5/26 ,27
排せつケア相談支援事業実践報告
展示・体験会
（※本件は主任介護支援専門員更新研修の
                                        個別要件②に該当する研修予定です。）
セミナー 専門医に学ぶ排せつケア

～排便障害を伴う疾患について～
専門医に学ぶ排せつケア

～排便障害を伴う疾患について～
専門医に学ぶ排せつケア

～排便障害を伴う疾患について～
専門医に学ぶ排せつケア

～排便障害を伴う疾患について～
専門医に学ぶ排せつケア

～排便障害を伴う疾患について～
専門医に学ぶ排せつケア

～排便障害を伴う疾患について～

氏

定員

各80名



施設経営者様、ケアマネジャー様、施設関係者様必見！！

ご来場、セミナーのお申込みは2023年4月より開始。申込開始の連絡をご希望の方はQRコード、URLフォームより
ご登録ください。

〒464-0856 名古屋市千種区吹上2-6-3 名古屋市中小企業振興会館5階

E-mail：welfare@nagoya-trade-expo.jpTEL：052-735-4831

名古屋国際見本市委員会 ウェルフェア事務局
お問合せ

セミナー会場
（会場内でオンライン中継）

セミナー会場

土
金

2040年を展望した地域包括ケアの構築を目指す

5/25 5/25 

5/27 

5/26「
こ
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に
〜先行きが不透明な介護保険

制度は、今後の報酬が上がる
はずもなく、業界は再編され、
社会福祉法人と言えども淘汰
される時代がそこまでせまっ
ています。合併ではなく協同
組合化によるゆるやかな連携
は、各々の経営権を確保し独
立しつつも、組合の活性化、覚
醒化が図れ、単一法人では不
可能であったこと、新しい介
護を協働でつくる、人材の確保、
育成を効果的に行うことができます。
介護の質の向上、働きがい、働きやすい環
境の整備がこれからの介護事業には欠か
せなく、様々なテクノロジーを駆使した取
り組み、共同プロジェクトを紹介します。

2021年「令和3年度介護報酬
改定」において、介護施設にお
けるBCP（事業継続計画）の策
定が義務づけられました。
2024年4月1日から義務化され
ます。2021年から2024年3月
31日までの経過措置が設けら
れ、介護施設はBCPを策定しな
ければなりません。
自然災害や感染症が発生した
場合に介護サービスや事業の
運営を継続するため、または
早期再開するためにBCP（事業
継続計画）を作成し、災害時な
どに必要な物品を備蓄準備
し、災害時・緊急事態に対応で
きる備えが必須となります。

愛媛県立医療技術大学
保健科学部 看護学科 准教授

窪田　静
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デンマークから学んだ福祉
用具によって、日本の抱える
問題をどう解決してきたか、
具体的にお話しします。
・「寝たきり老人がいない国」        
デンマークから福祉用具         

　センター所長を招聘。訪問
　して頂いた在宅障害者7人
　への助言からリフトを導入。
　狭い和室や拒否する家族を
　克服、給付制度化を実現
　（1980年代）。
・「グライディングボード・スラ
　イディングシートの使い方」
　「移乗のリスクと用具の適
　応」を検討。「マルチグロー
　ブ」を紹介（1990年代）。
・移乗用具による「二次障害
　（筋緊張亢進・拘縮・褥瘡）」
改善事例を発表（2000年代）。

・「スピラドゥ（福祉用具アワー
　ド三冠）」から学び直し。
　「ターンテーブル」の再発見
　（2010年代）。

氏

氏

社会福祉法人サン・ビジョン理事長
佐久大学客員教授

唐澤 剛

世界のどの国も経験したことのない2040年の超少子高齢社会を展望して、地域包括ケアを構築していく必要があり
ます。医療介護連携による縦軸の地域包括ケアと生活支援とまちづくりによる横軸の地域包括ケアについて説明す
るとともに、社会福祉法人サン・ビジョンの取組みを紹介します。

社会福祉法人
青森社会福祉振興団
理事長

氏中山 辰巳

先行きが不透明な介護保険
制度は、今後の報酬が上がる

氏中山 辰巳

10：30～11：30 12：00～12：45

セミナー会場
13：00～14：00

セミナー会場
12：00～13：00
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【申込開始連絡フォーム】

https://ws.formzu.net/
dist/S24376235/

木 木 金

きる備えが必須となります。

堺谷　珠乃 氏

防災・備蓄・排泄アドバイザー
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　（筋緊張亢進・拘縮・褥瘡）」
（2000年代）。

「スピラドゥ（福祉用具アワー
　ド三冠）」から学び直し。
　「ターンテーブル」の再発見
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